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化成などの緩効性封肥料を含むものがよく，施肥位置

すなわち肥料の施し方は，従来の満施肥などよりは，

耕起後たい肥と化学肥料を全面に散布し，のちロータ

リーにより混入する全層施肥方法がむしろ収量は多く，

最も省力的でよいことがわかった。封の施用豊では，

橿早生系の品種では初期からの封の肥効は高いとされ

ているが，E－1570などこれらに塀似する品種で

は，封の多用は初期に過繁茂となり着果が悪く収量が

減ずることから，Nの施用量はlD a当り12KFより

は8晦程度でよいことがわかった。

なお，茨城園試の試験結果からも，さらに少ないN

畳でよいことが報告されているので1970年は，さ

らに減肥した区を設け，普通化成と媛劾性化成を用い

て実施する予定である。

りんどう種子の発芽率向上について

吉　池　貞　蔵・高　橋　慶　一

（岩手県園試）

1．ま　え　が　き

りんどうは近年切花用として夏季冷涼地で急速に栽

培面請の増加している種煩の一つであるが，その大部

分は山婦床利用の栽培であり，近年栽培面積の拡大に

伴い山採株のみでは苗の供給が困難となっている。ま

た市場からの要望としては揃った品質の便れているも

のが要求されているが，株分け，挿木等による栄養繁

殖は能率が悪く，ごく一部のもの以外は実用的には困

難なために，実生繁殖にたよらなければならない。

しかし種子を採種したままの状態で保存し，は種して

も，ほとんど発芽しないが，低温やジベレリンに浸潰

すると著しく発芽率が向上することを川田，高沖氏

等（19占1）は報告した。その後大塚・垂井（1982），

佐野（19d7）民らも低温とジベレリン処理，あるい

はこの併用が効果が高いことを報告しているが，筆者ら

もこの実用性を検討するため，1988年にさらにこれ

等の組合せ，また発芽促進処理（休眠打破）後の貯蔵

期間が発芽に及ぼす影響について検討した結果，実用

化できる方法が認められたのでここに報告する。

2．冷蔵ならびにジベレリン処理効果

現在報告されている，りんどう種子の休眠打破の方

法は，OC前後の低温に1カ月あわせた後にジベレリ

ン50　ppm液に5日間浸潰した後には種する方法で

あるが，この方法はよほど注意しないと，冷蔵後，暖

かい部邑等ではジベレリン浸液中に種子が腐敗する場

合がよくあるので，この安全とさらに簡易で実用化で

きる方法がないものかを検討した。

1．試験方法

供託品種は前年秋採種のおやまりんどうMA5系

（当場育成系統）を使用し，1区100粒5区制で第

1表のような供試条件で，それぞれ処理したものを2

月17日には種した。

第1表　供託条件

試　験　　区 処　　理　　方　　法

（1）無　処　理

浸冷1カ月
ジ　浸　5　日

乾冷1カ月
ジ　浸　5　日

（4）ジ浸冷1カ月

（5）湿冷1カ月

（6）乾冷1カ月

室温貯蔵

湿冷1カ月後，ジベレリン50ppm
に5日間浸痕

乾燥冷蔵切月後，ジベレリン50ppm
に．5日間澄渡

ジムレリン50ppmに浸潰しつつ
1カ月冷蔵

澄渡冷蔵のみ

乾燥冷蔵のみ

種子の冷蔵方法はビニール袋づめとし，家庭用冷蔵庫

内でOC前後で貯蔵した。

発芽方法は常に乾燥しないように配慮した，シャーレ

ーの上に濾紙を敷きその上に種子を置き定温鞍（2D

℃士1℃）内で発芽させた。
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2．試験結果ならびに考察

第2表に示すように発芽率は，（1）無処理に比較して，

（2）湿冷1カ月十ジ浸5日，（3）乾冷1カ月＋ジ浸5日，

（4）ジ浸冷1カ月，（5）湿冷1カ月区の4区は明らかに効

果は認められたが，（6）乾冷1カ月区は効果が認められ

なかった。中でも（4）ジ浸冷1カ月区は特に他の効果の

あった処理区よりも明らかに発芽率が高まることが認

められた。

このような結果から考えると，りんどう種子の休眠

打破には乾燥冷蔵では効果が認められないが，湿冷蔵

叉はジベレリン浸演は休眠打破に役立つものと考えら

れる。

第2表　休眠打破勉理効果

ジベレリン処理のみの区は設定しなかったが（6）乾冷

1カ月区ではほとんど効果が認められなかったのに，

（3）乾冷1カ月・ジ浸5日区が明らかに（5）湿冷1カ月，

12）湿冷1カ月・ジ浸5日区とl司等の効果が認められて

いることを考えると，ジベレリン処理のみでも効果が

あることが推定できる。

（4）ジ浸冷1カ月区ならびに（2）湿冷1カ月・ジ浸5日

区は，（5）湿冷1カ月区または（3）乾冷1カ月・ジ浸5日

区よりも明らかに不発芽率が低かったことを考えると，

湿冷蔵ならびにジベレリン処理効果の併用は，両方の

単独処理よりも相乗的効果があるものと考えられる。

古．休眠打破後の貯蔵期間と発芽

　　 項　 目

試 験 区 名

累　 計　 発　 芽　 率 （勿
ふ 敗 率

（か の

不 発 芽 率
2 月 2 8 日

（9 日且 ）

5 月 5 日

（ 1 4 8 日 ）

5 月 1 4 日

（2 5 日 日 ）

5 月 2 4 日

（ 5 5 日 日 ）

（1 ） 無　 処　 理 0 0 ．7 1．0 1．0

　 喀

4 8 ．5

　 多

5 2 ．7

（2 ） 湿 冷 1 カ 月 ・ジ 浸 5 日 2 9 ．5 5 8 ．0 4 0 ．5 4 0 ．8 5 0 ．5 9 ．0

（3 ） 乾 冷 1 カ 月 ・ジ 浸 5 日 2 7 ．0 5 4 ．5 5 9 ．0 5 9 ．7 4 0 ．0 2 0 ．5

（4 ） ジ浸 冷 1 カ 月 4 1．0 5 2 ．7 5 8 ．4 5 7．4 5 8 ．5 4 ．5

（5 ） 湿 冷 1 カ 月 2 7 ．5 5 9 ．8 4 2．9 4 2 ．9 5 8 ．5 2 0 ．7

（6 ） 乾 冷 1 カ 月 0 ．7 1．0 1．7 2．7 5 1．7 8 5 ．7

L S 工〉　 5 多 8 ．7 5 8 ．° 4 8 ．8 2

ク　　 1 痴 9 ．5 7 1 2 ．5 0 9 ．4 1

りんどうの種子は非常に小粒のため，ジベレリン処

理叉は湿冷蔵等によって湿った状態で播種することは

容易でないため，普通一度乾燥した後に播種するが，

乾燥後，播種までしばらく乾燥貯蔵しておくと，発芽

率が劣るようであると栽培者間ではいわれている。し

かし播種する場合，各自が小量の種子を個々別に処

理することは能率的でないので，できれば種子を販売

叉は配布する時に，すでに休眠打破処理をすませた種

子を配布すれば非常に能率的，かつ安全であるのでこ

の点を検討した。

1，試験方法

前年秋に採種した，おやまりんどうMA5系（当場

育成系統）を使用し，1区100粒，5区制で第5表

に示すような処理区を設定して5月11日に播種した。

そのため処理開始は各区ともに播種日より逆算して早

く地理を開始した。

種子の休眠打破勉理は湿冷蔵1カ月後，ジベレリン

50ppm液に5日間浸漬した。休眠打破処理後はた

だちに乾燥させ，播種期まで室内で貯蔵した。

発芽方法は前の試験と同様にシ′ヤーレーの上に濾紙

を敷き，その上に種子を置いて定温器（20℃士1℃）

内で発芽させた。

2．試験結果ならびに考察

第5表に示すように一度休眠打破処理をした種子は，

その後乾燥貯蔵しておけば処理後占週間経過しても発

芽率は全く劣らないことが認められた。今回の貯蔵期

間は最高占週間の範囲であったが，これらのことを考

えると，一度休眠打破されたりんどう種子はかなり長
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期間貯蔵しても，また休眠状態にもどることはないも

のと考えられる。

第5表　休眠打破後の貯蔵期間と発芽率

　 項 目

試 験 区 名

累 計 発 芽 率 （錮
ふ 敗 率

（か び ）

不 発 芽 率
5月2 0日

（9 日目）

腫 旧

（2 0 日日）

4月 1旧

（5 化旧 ）

（1） 処　 理　 直　 後 2 8．7 5 7．4 5 8．1
5 8．0多 2 4．靡

（2） 処 理 後 1 週 間 5 1．5 4 4．d 4 8．5 4 5．5 8．5

（3）　 〃　 2　 ク 5 0．7 4 1．7 4 4．7 4 5，7 9．7

（4）　 ク　 5　 ク 5 0．5 4 0．0 4 5．7 4 7，7 8．7

（5）　 ク　 d　 ク 5 4．0 4 5．0 4 7．0 4 5．5 9．7

（6）無　　 処　 理 0 0 0．7 2 8．5 7 1．0

⊥■S 工）　 5 多 8．2 0 1 1．0 5 8．4 8

ク　　 1 痴 1 1．6 8 1 5 ．°9 9．2 2

4．ま　　と　　め

以上の点から，りんどうを種子繁殖する場合，採種

後は販売業者，または種子を配布する場所で，まとめ

て早めに休眠打破処理を完全にすませたものを，乾燥

貯蔵しておき必要とする時に播種するのがよいと考え

られる。この場合の休眠打破は冷蔵開始時にジベレリ

ン5D ppm液に浸潰したまま1カ月冷蔵がよく，その

後は速やかに乾燥をして貯蔵しておくのがよいと考え

られる。

イタリアン．ブロッ　コリーの品種と

作型確立に関する研究

第1報　夏ま　き　秋採　少　栽培

平　尾　陸　郎・工　藤　洋　一

（青森県農試園芸支場）

1．ま　え　が　き

近年プロ，コリーの暖地大消費地での消費は著しく

伸びている。夏期間冷涼な本県は気候的にブロッコリ

ーの生育に適し，気象立地上から初夏探りから秋採り

栽培が可能と考えられ，その産地化が有望となる。

このため県内外の出荷を目的としたブロッコリー

の品種と作型確立のため，1989年は夏まき秋採り

栽培について検討したので報告する。

2．試　験　方　法

1．品種　長交換早生，長交グリーンコメット

2．播種期　7月5日，7月20日，8月5日，

8月20日の15日ごとに4回とした。

5．育　苗　1回移植，50日育苗

4．定植期　8月5日，8月20日，9月5日，

9月2　0日の4回とした。

5．載植距離　睦幅155（潤，50（瀧，株聞40伽

の2粂植えとした。

占．施肥量　10a当り元肥で堆肥乙O t，曹土

石灰150Ⅹク，別，ち05，ち0各17晦0

追肥量は封，ち0　を各dKP2回に分施した0

7．区制と面培　1区15．5卸し　5回反復

8．調　査　播種後50日より10日おきにdO日

まで生育調査と花成調査，収塵調査を行なった0

5．試　験　結　果

1．生育について

苗の生育状況は第1表のとおりで，播種期の遅れる

に従って苗の生育も遅れ，痙早生の7月5日まき苗の

乗数に比較して，8月20日まき苗は約2・5枚少なく，

地上部重で約十。グリーンコメットにおいては地上


